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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

雨
餘
白
花
開
く

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

英
雄
膝
下
を
羅
す
る

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（６月 10 日締切）

【
今
月
の
課
題
】

「�

書
譜
卷
上
吳
郡
孫
過
庭
撰�

夫
自
古
之
善
書
者
漢
魏
有
」

�

（
20
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

書
譜
卷
上　

吳
郡
孫
過
庭
撰
。

夫
自
古
之
善
書
者
。
漢
魏
有
鍾

張
之
絕
。
晉
末
稱
二
王
之
妙
。
王

羲
之
云
。
頃
尋
諸
名
書
。
鍾
張
信
爲

絕
倫
。
其
餘
不
足
觀
。
可
謂
鍾
張

（
信
爲
絕
倫
其
餘
不
足
觀
）
云
沒
。
而

羲
獻
繼
之
。
又
云
。
吾
書
比
之
鍾

張
。
鍾
當
抗
行
。
或
謂
過
之
。
張

書
譜
巻
上　

呉
郡
の
孫
過
庭
撰せ

ん

す
。
夫そ

れ

古
い
に
し
え

よ
り
の
書
を
善よ

く
す
る
者
は
、
漢
魏

に
鍾し

ょ
う

張ち
ょ
う

の
絶ぜ

つ

有
り
、
晋
末
に
二
王
の

妙み
ょ
う

を
称し

ょ
う

す
。
王
羲
之
云い

わ

く
、
頃

こ
の
ご
ろ

諸
も
ろ
も
ろ

の
名
書
を
尋た

ず

ぬ
る
に
、鍾
張
は
信ま

こ
と

に
（
絶

倫
）た
り
。
其
の
余
は
観
る
に
足
ら
ず
と
。

謂
う
可べ

し
、
鍾
張
云こ

こ

に
没
し
て
、
羲
献
之こ

れ

を
継
ぐ
と
。
又
云
く
、
吾
が
書
は
之
を
鍾

張
に
比
す
れ
ば
、
鍾
に
は
当ま

さ

に
抗こ

う

行こ
う

す
べ

く
、
或
い
は
謂お

も

え
ら
く
、
之
に
過
ぎ
ん
と
。

張
の

『
書　

譜
』
①　
孫
過
庭

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

条 幅 規 定 Ａ部（準五段以上）
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『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

【
今
月
の
課
題
】

「�

盛
一
觴
一
詠
亦
足
以�

暢
叙
幽
情
是
日
也
天
朗
氣
」

�

（
18
字
）

（６月 10 日締切）

盛
。
一
觴
一
詠
。
亦
足
以
暢
叙
幽
情
。

是
日
也
。
天
朗
氣
淸
。
惠
風
和
暢
。
仰

觀
宇
宙
之
大
。
俯
察
品
類
之
盛
。

所
以
遊
目
騁
懷
。
足
以
極
視
聽
之

娯
。
信
可
樂
也
。
夫
人
之
相
與
俯
仰

一
世
。
或
取
諸
懷
抱
。
悟
言
一
室
之
内
。

或
因
寄
所
託
。
放
浪
形
骸
之
外
。
雖

盛
無
し
と
雖い
へ
ど

も
、
一い
っ

觴し
ょ
う

一い
ち

詠え
い

、
亦ま

た
以

て
幽
情
を
暢ち
ょ
う

叙じ
よ

す
る
に
足た

る
。

是こ

の
日
や
、
天
朗ほ
が

ら
か
に
気
清す

み
、
恵け
い
ふ
う風

和わ

暢ち
ょ
う

す
。
仰あ
お

い
で
は
宇
宙
の
大
を
観み

、

俯ふ

し
て
品
類
の
盛さ
か

ん
な
る
を
察さ
っ

す
。
所ゆ

以え

に
目
を
遊
ば
し
め
懐お
も
い

を
騁は

せ
、
以
て
視

聴
の
娯た
の

し
み
を
極き
わ

む
る
に
足た

れ
り
。
信ま
こ
と

に
楽
し
む
可べ

き
な
り
。
夫そ

れ
人
の
相あ

い
与と
も

に
一
世
に
俯ふ

仰ぎ
ょ
う

す
る
や
、
或あ
る

い
は
諸こ
れ

を

懐か
い

抱ほ
う

に
取
っ
て
、
一
室
の
内
に
悟ご

言げ
ん

し
、

或
い
は
寄
せ
て
託た
く

す
る
所と
こ
ろ

に
因よ

っ
て
、

形け
い

骸が
い

の
外
に
放ほ
う

浪ろ
う

す
。

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条 幅 規 定 Ｂ部（四段以下）

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

止
右
扶
風
或

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

右3
ゆ
う

扶3ふ

風3
ふ
う

に
止3
と
ど

ま
り
、
或3
あ
る

い
は

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

觀
漢
記
曰
光

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　
〔
一
級
以
下
〕
楷
書

『
東
観3

漢
記

3

3

』
に
曰3

う
、「
光3

武
の

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（６月 10 日締切）
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渡

辺

景

雲

先

生

竹
涼
侵
臥
内　

野
月
滿
庭
隅　

重
露
成
涓
滴　

稀
星
乍
有
無

竹
涼
臥
内
を
侵
し　

野
月
庭
隅
に
満
つ　

重
露
涓
滴
を
成
し　

稀
星
乍
ち
に
有
無

条 幅 参 考 手 本

田

辺

紅

園

先

生

小
苑
鶯
歌
歇　

長
門
蝶
舞
多　

眼
看
春
又
去　

翠
輦
不
曾
過

小
苑
鶯
歌
歇
み　

長
門
蝶
舞
多
し　

眼
に
看
る
春
又
去
る
を　

翠
輦
曾
て
過
ら
ず
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不　
　
　

斜　
　
　
　
　
　
　

農　
　
　
　
　
　
　

王　

可　
　
　

二　

非　
　
　
　
　

乎　

於　

寳　
　
　
　
　
　
　
　

 

く
母

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（６月 10 日締切）

渡

辺

美

珠

先

生

閒
灑
階
邉
草　

軽
隨
箔
外
風　

黃
鶯
弄
不
足　

銜
入
未
央
宮

閒
に
灑
ぐ
階
辺
の
草　

軽
く
随
ふ
箔
外
の
風　

黄
鶯
弄
し
て
足
ら
ず　

銜
み
て
入
る
未
央
宮

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

ふ
る
さ
と
の
潮し
ほ

の
遠と
ほ

音ね

の
わ
が
胸む
ね

に
ひ
び
く
を
お
ぼ
ゆ
初は
つ

夏な
つ

の
雲く
も

（
与
謝
野
晶
子
）

条 幅 参 考 手 本

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
）



―
10
―

―
10
―

（６月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

つ
く
づ
く
と
ひ
と
り
聞き

く
夜よ

の
雨あ
め
の
音お
と
は
降ふ

り
を
や
む
さ
へ
さ
び
し
か
り
け
り
（
儀
子
内
親
王
）

 

徒　
具　
　
　
　
　
　
　
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農  

阿
免　
　

於
と 

盤　
　
　
利　
乎　
　
　
　
　
　
　
遍　
斜　
日　
　
　
可　
利　
　
　
里

半紙かな（１級以下）

船　

久　

保　
　

棠　
　

苑　
　

先　

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

行ゆ

く
春は
る

や
ほ
う
ほ
う
と
し
て
蓬よ
も
ぎ

原は
ら

（
正
岡
子
規
）

  

遊　

具 

者
る　
　

 

本　
　
　
　
　
　
　
　
　

事　
　

 

よ
母
き
盤
羅

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）
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実 用 文

朝

平

霞

山

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（６月 10 日締切）
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P35

沙さ　

洲し
ゅ
う　

沙
漠
の
こ
と
。　
　
　

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（６月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）
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（６月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
新
暦
…
夏
…
山　

…
感
じ
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

渡

邉

南

嶂

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く
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大

越

三

宗

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

 

校　
　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小６用

学生書道コンクール課題（６月 13 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
 

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

 

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

学生書道コンクール課題（６月 13 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　齊　　藤　　翡　　流　　先　生

校　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　

前

学生書道コンクール課題（６月 13 日締切）




